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　「社会を明るくする運動」は、すべての国民が、犯罪や非行の防止と、罪を
犯した人たちや非行をした少年たちの更生について理解を深め、それぞれの
立場において力を合わせ、犯罪や非行のない安全で安心な明るい地域社会を
築くための全国的な運動で、令和６年で74回目を迎えます。
　地域の安全のため、犯罪や非行の防止のために、日々、保護司・更生保護
女性会の皆さんにはさまざまな活動に取り組んでいただいています。その活

動の１つである社会を明るくする運動がどのようなものか、それぞれの立場
で具体的に行っていることやこの機会に市民の皆さんにできること・考えて
もらいたいことを発信し、運動に対する理解を深めていただくことを目的に、
日野・多摩・稲城地区保護司会多摩分区の川井分区長、日野・多摩・稲城地
区更生保護女性会の関戸会長、そして保護司である多摩市長の３者対談を行
いました。

－社会を明るくする運動において、保護司会・更
生保護女性会（更女）、双方の取り組み内容を教え
てください。
川井分区長　保護司は、保護観察官と協働して、
立ち直りを支援する「処遇活動」と、地域の皆さん
への理解と協力を求める「地域活動」を行っていま
す。この運動では、聖蹟桜ヶ丘駅・永山駅・多摩
センター駅周辺での街頭啓発活動や、各小・中学
校への社会を明るくする運動作文の募集、作文コ
ンテスト表彰式、中学校出前授業など、犯罪や非
行のない地域をつくるために、若年層への啓発活
動を中心にさまざまな取り組みを行っています。
関戸会長　更女は、非行防止の啓発活動を行うと
ともに、非行のある少年少女の改善更生に協力を
するボランティア団体です。この運動では、社会
を明るくする運動作文コンテストの募集活動への
協力・作文応募者への参加記念品の作成・作文コ
ンテスト表彰式など、保護司の皆さんとともに取
り組みを実施し、安心安全なまちづくりに寄与し
ています。

－多摩市社会を明るくする運動推進委員会の委員
長を務める阿部市長より、両団体の取り組みを受
けて感じたことや行政の取り組みについてお聞か
せください。
阿部市長　７月は社会を明るくする運動強調月間、
および再犯防止啓発月間です。保護司会・更生保
護女性会の皆さんには街頭啓発活動や作文コンテ
ストの開催、市役所ロビーにのぼり旗を設置いた
だくなど、広く広報活動を展開していただいてい
ます。青少年の健全育成にご尽力いただき、改め
て感謝申し上げます。

犯罪や非行を防止し、立ち直りを支える地域のチカラ
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　また、更生保護女性会の皆さんが、作文
コンテスト応募者にお渡ししているカップ
ケーキ型のミニタオル（写真手前）は、子ど
もたちにとっても励みになる活動となって
います。
関戸会長　令和４年度から、更女も作文コ
ンテストの募集活動に協力を始めました。
今年度は８月１日㈭から６日㈫まで、京王
聖蹟桜ヶ丘ショッピングセンターAB館５階
連絡ブリッジギャラリーで、令和５年度の
作文コンテストの入賞作品などの展示を行
いますので、ぜひお越しください。
川井分区長　令和５年度作文コンテストでは、
市内中学校９校から全713作品もの応募がありま
した。毎年応募作品が増えてきているのはとても
嬉しく思いますね。
阿部市長　応募作品も増えており、子どもたちの
関心も非常に高まっていますね。私は市長として、
「多摩市社会を明るくする運動推進委員長」を務め
ています。この社会を明るくする運動に掛かる費
用の一部補助や活動場所の提供など、保護司や更
女が行う活動のサポートを中心に支援しています
が、保護司としても、再犯防止活動を推進してい
きたいと思います。
川井分区長　今年度は、７月５日㈮午後4時から、
市内３駅で社会を明るくする運動街頭啓発活動を
実施します。ぜひお越しいただけると嬉しいです。

―「社会を明るくする運動」を通して、市民の皆
さんに考えてもらいたいことを教えてください。
川井分区長　普通に生活していて、犯罪の背景ま
で考えることは難しいと思います。多くの犯罪を

した人は再び地域でやり直し、立ち直りたいと思
っています。犯罪は許されることではありません
が、「犯罪者」というレッテルを貼り、生きづらく
するのではなく、まずは隣人として存在を認める
という意識を持ってもらえるといいなと思います。
関戸会長　声をかけることが難しくても、見守る
ことだけでも大切です。孤立してしまうとどうし
ても寂しくなって、危険なサイトにアクセスして
しまったり、犯罪に巻き込まれたりすることにつ
ながってしまいます。寄り添ってくれる人の存在
は、立ち直る人の大きなチカラになると思います。
阿部市長　安全で安心な暮らしはすべての人の望
みです。取り締まりを強化して、罪を犯した人を
処罰することも必要ですが、立ち直ろうと決意し
た人を社会で受け入れていくことや、犯罪や非行
をする人を生み出さない家庭や地域づくりもとて
も大切です。犯罪や非行のない地域を作るために、
一人ひとりが自分に何ができるかを考えるきっか
けになると嬉しいです。

ID 1003140i更生保護サポートセンタ
ー高幡台☎042（593）0950、市役所福祉
総務課☎（338）6889・v（338）6881

左：川井博之氏（日野・多摩・稲城地区保護司会多摩分区長）　右：関戸
良氏（日野・多摩・稲城地区更生保護女性会会長）　中央：多摩市長　手
前：更生保護女性会が作成した記念品（カップケーキ型のミニタオル）

　犯罪や非行の背景には、望まない孤独や社会的孤立など、社会におけるさまざまな
生きづらさが存在していることが少なくありません。「安全に、安心して暮らしてい
きたい」という誰もが抱く願いは、この生きづらさに寄り添い、人と人とが支え合う
コミュニティを通じて実現されます。犯罪や非行の防止と立ち直り支援は、国や地方
自治体が一体となって推進していくとともに、民間団体・地域の多くの方々のご理解
とご協力をいただきながら、社会全体で取り組むことが大切です。
●犯罪お悩みなんでも相談
　「すぐに暴力をふるってしまう」「何度も万引きをしてしまう」といったお悩みのある
方は、ぜひ一度ご連絡ください。
t都内在住の、万引きや暴力・痴漢などの犯罪行為をしてしまうご本人・そのご家
族・関係者の方nあらゆる犯罪に関する相談電話番号☎03（6907）0511〔火・木・土曜
日午前９時～午後５時（祝日・年末年始を除く）〕i東京都都民安全課☎03（5388）2747

　保護司は子どもの非行などでお悩みの方の相談を受け付けています。
７月は再犯防止啓発月間

街頭啓発活動＝d７月５日㈮午後４時からb聖蹟
桜ヶ丘駅、永山駅、多摩センター駅
懸垂幕・横断幕の設置＝d７月31日㈬まで（予定）b

市役所、聖蹟桜ヶ丘駅、永山駅、多摩センター駅
中央図書館企画展示＝d７月31日㈬まで（予定）n
再犯防止に関する図書の展示

作文コンテスト（２月開催予定）＝詳細が決まり次
第、たま広報や公式ホームページでお知らせしま
す。

７月は社会を明るくする運動

多摩市の保護司

氏名 地区名
土谷　縷美 一ノ宮
遠藤　明子 一ノ宮
大塚 美千代 一ノ宮
紀　　初子 聖ヶ丘
青木　智子 聖ヶ丘
三枝　玲子 桜ヶ丘
楢﨑　喜子 桜ヶ丘
持田　幸子 関戸
髙木　禎信 関戸
近藤　一美 馬引沢
加藤　晃章 馬引沢
川井　博之 鶴牧
佐倉　英明 落合

氏名 地区名
尾又　孝行 落合
佐藤　和子 落合
渡邉　幸子 豊ヶ丘
津守　範学 豊ヶ丘
山田　英二 豊ヶ丘
伊野　　傑 豊ヶ丘
北野　　勝 豊ヶ丘
飯島　文彦 和田
関　　裕子 和田
降矢　英文 和田
山根　博史 和田
熊谷　　弘 唐木田
渡邉　信子 連光寺

11たま広報2024年（令和6年）7月5日号 健康だより（受診相談）、Let's 健
けんこう

幸まちづくり！

目の不自由な方へ、たま広報を音訳したCD「声のたま広報（デイジー版）」を発行しています（一部のパソコンでも再生可）。申し込みは秘書広報課☎（338）6812へ。
この広報紙は再生紙を使用しています。この広報紙は読みやすい書体（ユニバーサルデザインフォント）を使用しています。

かかりつけ歯科医を紹介します

tかかりつけ歯科医のいない方・訪
問（自宅）での歯科医療を希望する方
など ID1002830ib健康推進課（健康
センター）☎（376）9149・v（371）12�
35

血糖値が気になる方はぜひご参
加を！医師・薬剤師などと一緒に
生活習慣を見直してみませんか？
　糖尿病は重症化すると、さまざま

な合併症を引き起こすリスクがある
ため、早期からの生活習慣改善・定
期的な通院・適切な食事管理が大切
です。
　薬剤師が、薬のことだけではなく
食事や運動・生活習慣などをサポー
トします。また、栄養士による食事
のアドバイスや、血糖測定器の体験
を受けることができます。
t国民健康保険の加入者 ID 1002028�
mi電話で、（一社）南多摩薬剤師会
糖尿病重症化予防事業事務局☎080�
（9361）4525、市役所保険年金課☎
（338）6824へ

・消防庁救急相談センター（24時間）	 ☎＃7119、☎042（521）2323
　�病院に行くか救急車を呼ぶか迷っている方はご連絡ください。相談医療
チーム（医師、看護師、救急隊経験者など）が年中無休で対応します。
・	子供の健康相談室　小児救急相談（東京都）	☎＃8000、☎03（5285）8898
　d月～金曜日の午後６時～翌朝８時（土・日曜日、祝日、年末年始の
　午前８時～翌朝８時）
・東京都医療機関案内サービス“ひまわり”（24時間）	 ☎03（5272）0303
・（厚生労働省・東京都）医療情報ネット
　�医療機関・薬局を検索することができます。
・多摩消防署　救急病院案内（24時間）	 ☎042（375）0119
●休日診療当番医（医科）※当番医は、都合により変更の場合あり

　急病人のみ。来院前に必ず要電話予約。必ず時間内のご連絡・ご来院を。
　d午前９時～午後５時持ち物健康保険証、乳幼児医療証など

●こども準夜診療所（健康センター内）=小児科
　来院前に必ず電話でご連絡ください。
　受付時間午後7時～9時45分t原則、15歳以下i☎（375）0909
●休日歯科応急診療所（健康センター内）=歯科
　来院前に必ず電話でご予約ください。
　　受付時間　日曜日・祝日の午前9時～午後３時i☎（376）8009

医療情報ネッ
トへのアクセ
スはこちら▶︎

診療日 医療機関名 所在地 電話番号
7/7㈰ 松田医院 貝取1－48－1 （373）3205
7/14㈰ 大池内科クリニック 東寺方1－2－2　トータルビル2階 （355）7001
7/15㈷ 江崎小児クリニック 落合3－20－2 （376）5225

受診相談（救急相談、医療機関案内） ID1002731

国民年金保険料の納付が困難な方へ
　第１号被保険者で、納付が経済
的に困難な方は、保険料の免除・
納付猶予の申請ができます。すで
に免除などを受けている方で、７
月以降も希望する場合は、継続対
象者を除き改めて手続きが必要で
す。
●免除制度（全額・一部免除）
　本人・配偶者・世帯主のそれぞ
れの前年所得が一定基準以下の場
合
●納付猶予制度
　50歳未満の方で、本人・配偶者
の前年所得が一定基準以下の場合

備考学生は、学生納付特例制度を
要利用
〔共通事項〕
対象期間令和６年７月～令和７年
６月〔過年度にさかのぼり免除申
請（納付月を除く）をする場合は、
申請可能期間あり〕持ち物基礎年
金番号または個人番号の分かるも
の、本人確認書類（運転免許証な
ど）、失業（退職）による特例免除
には雇用保険被保険者離職票など
の書類 ID 1001964i市役所保険年
金課☎（338）6844、府中年金事務
所☎042（361）1011

献血にご協力ください
　現在、O型の400㎖献血が足りていません。輸血を必要とする患者
の命を守る献血に、ご協力をお願いします。
d①７月17日㈬午前10時～11時30分・午後０時45分～４時②７月21日
㈰午前11時30分～午後４時b①市役所東側駐車場②永山公民館ギャラ
リー ID1011945i東京都赤十字血液センター立川事業所☎042（529）0405

Let's 健
け ん こ う

幸まちづくり！Voℓ.13
　健幸まちづくりは、「健幸都市・多摩」の実現に向けて、行政だけでなく、市民・市民団体・事業者・大学などが
ともに進める、まちぐるみのチャレンジです。いつも元気にやりたいことを自由にできるような自分でいたいです
よね。40～50歳代以降、全身の筋肉量が減少していくことが分かっていますが、特に脚の筋肉量は20歳代から減少
していきます。ご自身の筋肉量チェックからやってみてください！　また、設置から５年以上経過した健幸Spotを
より良くするため、アンケートにご協力をお願いします。

▲健幸まちづくり
　について詳細は
　こちら

中央図書館２階、グリナード永山２
階（永山１−４）、健幸つながるひろ
ば「とよよん」（豊ヶ丘４−２−５−
107）
回答方法7月31日㈬までに、公式ホ
ームページのインターネット手続き
またはアンケート用紙を各回収箱へ
投
とう

函
かん

ID1002749
健幸Spotの詳細　

はこちら▶︎

●�健幸Spotやお家で体重や筋肉量
をチェック！
　健幸Spotに設置している体組成
計では、体重や筋肉量が測定でき、
体重に占める脚の筋肉量を示すアク
ティブ度も測定できます。まずは健
幸Spotやお家でご自身の状態を測
ってみましょう。
●�健幸Spotについてのご意見・ご

要望をお寄せ
ください
　自分の体の
状態を知り、
健康に関する
情報を得られ

る健幸Spotについて、アンケート
を実施します。
アンケート用紙・回収箱設置場所 市
役所１階ロビー、関戸公民館、二幸
産業・NSP健幸福祉プラザ３階、

●�筋肉をつける上で必要なたんぱく
質を摂ろう！
　食事から摂取するたんぱく質は、
体をつくる大切な栄養素です。日本
人の食事摂取基準によると、1日当
たりの推奨量は、男性は18歳～64歳
で65g、75歳以上で60g、女性は18
歳以上で50gです。卵1個のたんぱ
く質量が約11gとすると、50gでも4
個以上も食べる必要があります。さ
まざまな食材をバランスよく意識し
て摂るようにしましょう。
●�お家で簡単筋トレ！
　スクワットは、太ももやお尻を鍛
えられるおすすめの筋トレです。ベ
ストボディジャパン2023日本大会モ
デルジャパン部門ゴールドクラス準
グランプリ寺田政弘氏（市内在住）に
太ももとお尻に効くスクワットのや
り方を教えてもらいました！

●�まちを歩いて手軽に運動とリフ
レッシュを！

　ウオーキングは
手軽にでき、しか
も健康づくりに効
果の高い運動です。コースは市内の
道を知りつくした健康づくり推進員
が厳選しています。ぜひ、マップを
持って歩いてみてください。

ID1002745i企画課☎（33�
8）6916・v（337）7658

▲グリナード永山の健幸Spot

スクワットの詳しいやり▶︎
方が載っている情報誌　
「for40」はこちら�

ウォーキングマップは、健幸
Spotや公民館などの公共�
施設で配布しています。ま
た、公式ホームページから
も見ることができます！▶︎

太もも前面に効く
スクワット

膝を曲げるというより、
股関節、骨盤と大腿付
け根部を曲げていくイ
メージでやってみよう！

知ろう！ やってみよう！


